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SIP 国プロ「革新的構造材料」プロジェクト１に参画し、航空機用構造材料の 繊維強化複合材料

（CFRP）、耐環境性セラミックスコーティング(EBC) の研究に取り組んでいる 2。これまで、酸化物

中の金属元素の化学状態マッピング（BL-15A1）３、４、５、レーザによる金属の衝撃破壊の動的観察

（NW2A）６、SiC/SiC, EBC材の X-CTイメージング（BL-14B,C）７、陽電子ビーム高強度化のための

パルスストレッチング（陽電子）８、等の結果を得ている。 

  同プロジェクトの取り組みのひとつとして X 線吸収分光顕微鏡(XAFS-CT)の研究開発と製作を

進め 2017年 3月に NW2Aに導入した(図 1)。同装置は、材料の化学状態（電子状態）と組織の 3D

マッピングを、応力印加下＆同視野＆高空間分解能(<50nm)で観察できるユニークな装置であり、

最近、CFRP の亀裂起点の高分解能での in situ 観察９、EBC 中の Yb 元素の化学状態の 3D 可

視化１０に成功した。こうした亀裂や劣化の高空間分解能での 3D 観察は、ボイド/劣化の起点生成

→進展→マクロ的破壊/剥離にいたる現象の解明とその制御に不可欠な情報である。材料/プロ

セスの研究開発を進めている Gr と連携してその設計指針の提示を目指している。 

 
図１ (a)XAFS-CT顕微法と(b)同手法による CFRPのマルチスケール計測のイメージ 

KEK での放射光および陽電子実験は、PF-PAC の承認 (課題番号 2014G707, 2015S2-002, 

2016S2-001)のもとで実施された。本研究は内閣府の総合科学技術・イノベーション会議の戦略的イノ

ベーション創造プログラム（SIP）「革新的構造材料」（ユニット D66）（管理法人：JST）の支援により実施

した。 
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